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得 点
※

※のらんには、記入しないこと

〔問題１〕８点
※

✕（解答例）２ ４÷２

〔問題２〕 １２点

（解答例）
最も少ない計算式でアからイまで動くためには，直進とかめの向きを
変える動きが１つの計算式から指示が出される必要がある。
図３において「直進して右に向きを変える」を２回，「直進して左に
向きを変える」を２回，「直進」を１回指示が出されることでイにた
どり着く。
これより，アからイまで最も少ない計算式で動くとき，５つの式が必
要となる。
また，このときの道順は，
①と②→①と②→①と③→①と③→①である。

※

〔問題３〕 ２０点

２×４÷２
↓

２×４÷２
↓

２×４÷２
↓

１×１０－４

プログラムからできた多角形は一辺５ｃｍの正方形である。

面積
※

２５ ｃｍ２

１



〔問題１〕５点

それは、

（解答例１）住んでいる場所に関係なくものを売ることができる
（解答例２）顧客（消費者）データから、効率よく販売することができる

※

からじゃないかな。

〔問題２〕２点
※

２．３

〔問題３〕１１点

（解答例）いつ配達に来るか意識していなかったり、配達に来ることを知らなかっ
たといったことが再配達の理由の過半数を超えている。そこで、利用者は受け
取り可能な配達日時を指定したり、小さくて軽い荷物であればコンビニや職場
など自宅以外で受け取るなどの工夫が必要だ。

（その他）
できること：宅配事業者のメンバーズ登録

置き配サービスを積極的に利用する ※

〔問題４〕２点
※

８．５％

〔問題５〕１０点

（解答例）アメリカ型の流通システムが入ってくることで、問屋を経由する日本型
から、マッチングによるシステムに変わっていくであろう。また、これまでになかった
「貨客混載」や「共同配送」といった、私たちの常識では考えつかないようなア
イデアが生まれることで、より利用者が便利となり、企業側にもメリットのあるよう
な仕組みとなっていくであろう。

（その他）
①輸送手段の使い分け、②環境に優しい輸送手段を利用、③環境に優しい
トラックの登場、④ドローンや自動運転による人件費の削減等

※

２

〔問題１〕１１点（２点×３／５点）

（１）（ｂ）ネズミ （ｃ）トカゲ （ｅ）ヘビ

記号と理由
（２）

（解答例）（ｆ）です。なぜなら、ネズミ（ｂ）を食べる動物
のうち、キツネ（ｆ）はネズミだけを食べているため、食べる
ものがなくなり、数が減ってしまうからです。 ※

〔問題２〕８点

（解答例①）食べられるアメリカザリガニが減り、アメリカザリガニ
が増える。増えたアメリカザリガニがヤゴをたくさん食べてしまうか
ら。

（解答例②）食べられる小型の魚類が減り、小型の魚類が増える。増
えた小型の魚類がイトミミズをたくさん食べ、ヤゴのえさが減るから。 ※

〔問題３〕

（１）多様度指数 ０．５２５

途中式

各生物の数を合計数（１０００匹）で割った値を用いる。
Ａ種：０．１×０．１＝０．０１
Ｂ種：０．０５×０．０５＝０．００２５
Ｃ種：０．２×０．２＝０．０４
Ｄ種：０．６５×０．６５＝０．４２２５

１－（０．０１＋０．００２５＋０．０４＋０．４２２５）＝０．５２５
３点

（２） （解答例）元の多様度指数と比べて低くなるため、生態系の豊
かさを損ねる。理由は、元々いた生物の数のバランスをくずれ

４点 てしまうから。

（３） （解答例）生物の種類が増え、それぞれの数が多くなるのが望
ましい。理由は、種類と数の両方が増えないと、多様度指数が
高くならないから。 ※

４点

３


